
1

1

大学院生のための
図書館案内

茨城大学図書館

2008/4/30 2

本日の流れ

全体説明・質疑応答 （４０分）

館内ツアー（希望者、２０分）
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全体説明の内容

１．図書館のサービス

２．文献探しの基礎知識

３．資料の探し方＆入手方法

4

１．図書館のサービス
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開館時間

平日 ９：００～17：００

土日・祝日 休館

休業期間

平日 ９：００～２１：００

土日 ９：３０～１７：３０

祝日 休館

授業期間
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院生の特典

貸出冊数と期間：１５冊２８日

院生閲覧室の利用

＊３F閲覧室の奥
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２．文献探索の基礎知識
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文献探索が必要な理由

①先行研究を調べるため

（例：図書、雑誌）

②議論の根拠を示すため

（例：新聞記事、統計資料）
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文献探索の流れ

資料の種類を問わず共通

資料
の

入手
どのような
資料があるか

どこに
資料があるか

内容 所蔵
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ツールを活用すれば簡単！

インターネット

参考図書 etc…

図書館職員：レファレンスサービス
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レファレンス・サービス：
質問の種類と例

○○の統計・新聞記事事実調査

例種類

『××』という本はあるか所蔵・所在調査

「△△」に関する文献文献調査

参考文献：大野友和編 『大学図書館がゼロからわかる本』

2005,日本図書館協会 12

３．資料の探し方＆入手方法
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どのような図書があるか調べる

Webcat Plus (ウェブキャット プラス)

http://webcatplus.nii.ac.jp/
新書マップ

http://shinshomap.info/

＋図書の巻末の参考文献リスト

①図書
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図書の所蔵情報を調べる

NACSIS Webcat (ナクシスウェブキャット)
全国の大学図書館の所蔵検索
http://webcat.nii.ac.jp/

NDL-OPAC (エヌディーエルオーパック)
国立国会図書館の所蔵検索
http://opac.ndl.go.jp/index.html

①図書

15

茨大に所蔵がない場合

ILL（Inter Library Loan）を利用し、

他の図書館から図書を借用できる

到着まで：３日間～１週間

送料：片道５９０円

利用条件：基本的に図書館内で閲覧

①図書
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雑誌は論文（記事）の集まり

雑誌Ａ

論文a

論文b

論文c

１冊の雑誌に
様々な論文（記事）が
含まれている

②雑誌
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雑誌には「巻号」がある

例：「２００６年２巻１１号」掲載

１ ２ １１ １２中略

②雑誌

１ ２ １２中略

２００６年２巻

読みたい論文（記事）の掲載誌

１１

２００５年１巻
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どのような論文（記事）があるか
調べる

CiNii （サイニィ） http://ci.nii.ac.jp/

NDL-OPAC （エヌディーエルオーパック）
http://opac.ndl.go.jp/index.html

MAGAZINE PLUＳ （マガジンプラス）

（学内アクセス限定）

②雑誌
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雑誌の所蔵を調べる

使うデータベースは図書と同じ

検索キーワードは「雑誌名」！

論文名から所蔵検索はできない

②雑誌
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茨大に所蔵がない場合

他の図書館からコピーを

取り寄せ可能！（ILLサービス）

到着まで：３日間～１週間

料金：送料 ＋ コピー料金
（枚数×35～50円）

②雑誌
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他大学図書館の利用について

直接訪問したい場合

→紹介状の発行をしています

１週間以上前に申し込みを！

③補足
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電子ジャーナル

オンラインで公開された学術雑誌

図書館HPからアクセス

③補足
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機関リポジトリ
(Institutional Repository ）

学術機関が知的生産物を発信・保存する

ために作成したインターネット上の書庫
参考：http://www.nii.ac.jp/metadata/oai-pmh/ir.pdf（2008/4/3参照）

ROSEリポジトリいばらき http://ir.lib.ibaraki.ac.jp/

国内の機関リポジトリ一覧 http://www.nii.ac.jp/irp/list/

③補足
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皆さんの成功を
応援しています！

茨城大学図書館


